
SSHOHOWWAA
広報しょうわ

青空と緑と産業のまち 112
20232023
No.554

令和５年 12 月 1 日発行 
町の鳥：ひばり　町の花：れんげ　町の木：乙女椿

人　口	21,183 人 [724] (＋  6 [－17])
　男	 10,605 人 [295] (＋12 [－  4])
　女	 10,578 人 [439] (－  6 [－13])
世帯数	 9,564 戸 [352] (＋  8 [－  5])

まちの動き 11 月 1 日現在（前月比）
※内、[　] は外国人数
※平成 24 年 7 月 9 日

から人口・世帯数は
外国人住民を含んだ数

c o n t e n t s
02　ふれあい温故知新
04　各種お知らせ（年末年始の業務休止等 ほか）
08　まちのわだい
10　各種たより（教育昭和、水道だより ほか）
21　暮らしの情報 / スポ少紹介 / 川柳 ほか
24　わが家のアイドル、みんなの食育 ほか

表紙
現代アートLIVE×杉浦醫院
歴史ある杉浦醫院の空間に現代アート
作品が溶け込みます。作品を見つけて
は家族や友人らと思い思いに鑑賞を楽
しんでいました。



ふ
れ
あ
い
温
故
知
新
事
業
と
は
、
町
政
に
多
大
な
ご
貢
献
を
い
た
だ
い
た

有
功
表
彰
受
賞
者
で
88
歳
に
な
る
皆
さ
ま
か
ら
、
昔
の
昭
和
町
の
お
話
を
伺

い
、
忘
れ
つ
つ
あ
る
過
去
の
昭
和
町
の
姿
や
苦
労
を
次
世
代
に
伝
え
て
い
く

事
業
で
す
。
町
で
は
「
故
き
を
温
ね
新
し
き
を
知
る
」
気
持
ち
を
大
切
に
こ

れ
か
ら
の
町
づ
く
り
を
町
民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
す
。

今
年
度
88
歳
の
米
寿
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
鷹
野
忠
利
さ
ん（
飯
喰
区
）で
す
。

「
昭
和
町
」
の
姿
を
見
つ
め
て
こ
ら
れ
た
話
を
伺
い
ま
し
た
。

県
下
に
誇
る
住
み
よ
い
ま
ち
昭
和
町

　
　

そ
の
礎
を
築
い
た
先
輩
の
足
跡
を
知
る 

─

事
業

温
故
知
新

ふ
れ
あ
い
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か
で
き
な
い
こ
と
も
、
一
緒
に
苦
労
し
て
く
れ

る
仲
間
が
い
た
か
ら
頑
張
れ
た
し
、
そ
ん
な
仲

間
だ
か
ら
一
緒
に
い
て
楽
し
か
っ
た
よ
」
と
鷹

野
さ
ん
。

飯
喰
区
の
区
長
を
さ
れ
た
時
、
ち
ょ
う
ど

武
川
病
院
が
区
内
に
開
業
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ

で
し
た
。
当
時
こ
の
周
辺
は
柿
畑
や
桑
畑
ば
か

り
で
夜
は
真
っ
暗
だ
っ
た
た
め
、
先
生
方
が
不

安
に
な
る
と
思
い
、「
昭
和
町
は
間
も
な
く
県

下
で
も
有
数
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
な
り
、
人
口

も
増
え
、
賑
や
か
に
な
り
ま
す
よ
」
と
話
さ

れ
た
そ
う
で
す
。
今
で
は
そ
の
言
葉
通
り
と

な
り
、
地
域
も
病
院
も
相
互
に
発
展
し
て
お

り
、「
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
う
よ
」
と
安
堵

さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

そ
の
発
展
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
常
永
土

地
区
画
整
理
事
業
で
は
、
鷹
野
さ
ん
は
総
代

と
し
て
関
わ
り
ま
し
た
。
常
永
の
区
画
整
理

事
業
は
組
合
主
体
で
進
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、

ま
た
、
開
発
す
る
面
積
が
大
き
く
事
業
費
も

莫
大
に
か
か
る
こ
と
か
ら
、
保
留
地
の
売
却
が

順
調
に
進
む
か
な
ど
、
不
安
な
中
で
の
出
発

だ
っ
た
そ
う
で
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
理
事
や
総
代
、
地

権
者
の
皆
様
が
、
素
晴
ら
し
い
地
域
の
将
来

像
を
描
い
て
、
み
ん
な
が
一
つ
と
な
り
、
努
力

し
て
頑
張
っ
た
お
か
げ
で
、
県
下
で
も
類
を
見

な
い
大
型
の
区
画
整
理
事
業
が
完
成
し
ま
し

た
。
そ
の
街
並
み
は
整
然
と
し
、
ア
ク
セ
ス
の

よ
い
広
い
道
路
や
緑
あ
ふ
れ
る
公
園
な
ど
快
適

鷹
野
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
で
の
ご
自
身
の
人
生

や
ま
ち
づ
く
り
な
ど
へ
携
わ
っ
て
き
た
過
去
を

振
り
返
り
、「
こ
れ
ま
で
い
ろ
い
ろ
な
役
を
や

ら
せ
て
い
た
だ
い
た
け
ど
、
そ
の
お
か
げ
で
た

く
さ
ん
の
人
た
ち
と
出
会
え
、
友
人
・
知
人
が

で
き
た
こ
と
が
一
番
の
宝
で
す
ね
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。
役
を
終
え
ら
れ
て
か
ら
ず
い
ぶ
ん
時

間
が
経
っ
た
今
で
も
、
昔
の
仲
間
と
会
っ
て
は

そ
の
時
の
苦
労
話
や
海
外
な
ど
へ
視
察
研
修

に
行
っ
た
話
を
し
て
、
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご

さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。「
一
人
で
は
な
か
な

 

（
飯
喰
区
）

鷹
野 

忠
利 

さ
ん

故ふ
る

き
を
温た

ず

ね

新
し
き
を
知
る

な
住
環
境
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
鷹
野
さ
ん

は
、そ
の
核
と
な
る
大
型
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー

ル
が
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
を
迎
え
た
時
、
こ
れ

ま
で
の
こ
と
を
思
い
な
が
ら
、「
と
て
も
感
慨

深
か
っ
た
よ
」
と
思
い
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

鷹
野
さ
ん
は
、
平
成
16
年
か
ら
町
選
挙
管

理
員
会
委
員
を
務
め
ら
れ
、
違
反
が
な
く
、

公
正
か
つ
適
正
に
選
挙
が
執
行
さ
れ
る
よ
う

尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
当
時
の
本
町
は
、
急
速

な
都
市
化
の
進
展
や
人
口
増
加
に
伴
い
、
投

票
率
は
約
70
％
程
度
あ
っ
た
も
の
の
、
年
々

低
下
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
投
票
率
を

80
％
超
ま
で
上
昇
さ
せ
よ
う
と
委
員
同
士
で

話
し
合
い
、
ど
う
す
れ
ば
有
権
者
に
選
挙
に

関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
か
考
え
、
選
挙
の
啓

発
活
動
に
取
り
組
ま
れ
た
そ
う
で
す
。

現
在
の
本
町
は
、
県
内
に
お
い
て
投
票
率

の
低
い
自
治
体
と
な
っ
て
お
り
、「
人
口
が
増

加
し
て
い
る
自
治
体
は
、
全
国
的
に
見
て
も
投

票
率
が
下
が
る
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
有

権
者
に
は
も
っ
と
選
挙
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら

い
た
い
」
と
、
鷹
野
さ
ん
は
投
票
率
が
高
く
な

る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

昭
和
町
で
生
ま
れ
、
昭
和
町
で
育
っ
た
鷹
野

さ
ん
は
、
幼
少
期
か
ら
ご
自
宅
で
農
家
を
営

ん
で
お
り
、
結
婚
さ
れ
て
か
ら
は
奥
様
と
二
人

で
農
業
を
頑
張
っ
て
こ
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
今

で
は
親
戚
か
ら
も
飯
喰
へ
入
る
道
が
分
か
ら

な
い
と
言
わ
れ
る
ほ
ど
一
変
し
た
地
域
を
、「
こ

ん
な
に
発
展
し
た
昭
和
町
を
見
ら
れ
る
と
は

思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
で
す
よ
。
健
康
で
長
生

き
で
き
た
か
ら
だ
ね
」
と
鷹
野
さ
ん
。「
今
も

な
お
、
夫
婦
と
も
に
健
康
で
い
ら
れ
る
こ
と
が

一
番
の
幸
せ
で
す
ね
」
と
に
こ
や
か
に
話
さ
れ

ま
し
た
。

最
後
に
、「
昭
和
町
の
明
る
い
未
来
の
た
め

に
も
福
祉
面
な
ど
サ
ー
ビ
ス
を
向
上
さ
せ
て
ほ

し
い
け
ど
、
財
政
が
悪
化
し
て
は
困
る
か
ら
、

町
と
議
会
が
よ
く
話
し
合
っ
て
、
現
状
を
維
持

さ
せ
て
い
く
の
が
一
番
か
な
」
と
、
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
期
待
を
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

鷹
野
さ
ん
は
、
農
業
委
員
会
委
員
、
選
挙

管
理
委
員
会
委
員
、
飯
喰
区
土
木
員
、
及
び

区
長
な
ど
を
務
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
功
績
に
よ

り
平
成
18
年
優
遇
表
彰
に
続
き
、
平
成
23
年

町
制
施
行
40
周
年
の
折
に
有
功
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

  

成
長
す
る
町
と
と
も
に
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〇年末はごみがたくさん出ますが、収集日を守ってごみを出しましょう。
〇12月最後の収集日時以降は、１月の収集開始まで各自宅で保管し、収集小屋
　には絶対出さないでください。

12/26
（火）

27
（水）

28
（木）

29
（金）

30
（土）

31
（日）

1/1
（月）

2
（火）

3
（水）

4
（木）

5
（金）

役場
（☎275-2111） 役場各種業務 休 休 休 休 休 休

中央公民館
（☎275-3737） 公民館施設 休 休 休 休 休 休 休 休

総合会館
（☎275-6461）

総合会館施設 休 休 休 休 休 休 休 休

温　泉 休 休 休 休 休 休 休 休 10時
から

児童館・児童センター
（押原☎275-6462、西条☎275-9616、
常永☎275-0358、センター☎233-1152）

休 休 休 休 休 休

図書館（☎275-7860） 休 休 休 休 休 休 休 休

温水プール（☎275-9811） 休 休 休 休 休 休 休 休

総合体育館（☎275-1115） 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

彩の広場管理棟（☎275-8154） 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

風土伝承館杉浦醫院（☎275-1400） 休 休 休 休 休 休 休 休 休 休

ふじかわ聖苑火葬場（☎284-6375） 休 休 休

＊	出生・婚姻・死亡届など戸籍に関する届出は、休業中も役場の宿日直に提出できます。
＊	ふじかわ聖苑火葬場の予約は、休業中も受け付けています。

ごみ収集日

12 月の最終収集日時 １月の収集開始日

燃 え る ご み 28 日（木）  ※ 29 日（金）臨時収集日（8：30 まで） 　４日（木）

燃 え な い ご み・ 缶 類 27 日（水）臨時収集日（8：30 まで） 10 日（水）
粗 大 ご み
小 型 家 電
剪 定 枝（ 清
掃 セ ン タ ー）

清掃センター 28 日（木）16：00 まで （29 日は清掃センターに出してください。※有料） 　４日（木）
河西金属 29 日（金）11：00 まで 　８日（月）
総合体育館駐車場 18 日（月）6：30 ～ 8：30 22 日（月）

資 源 物
紙 類 28 日（木）8：30 まで

４日（木）プラスチック 類 29 日（金）臨時収集日（8：30 まで）

問い合わせ　環境経済課　環境衛生係　(☎275-8355)

年末年始の業務休止等のご案内
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山梨県心身障害者自動車燃料費助成金の請求手続きについて

＜助成対象者＞
以下のすべてを満たす方
1. 山梨県に居住
2. 以下の手帳を所持している
　 ●身体障害者手帳（１級、２級）　●療育手帳A
　 ●戦傷病者手帳（特別、第１、第２項症）
3. 「山梨県」ナンバーの車両を所持している
4. 自動車税、軽自動車税
　（２輪のものは除く）の減免を受けている
＜請求方法及び受付期間＞
① 郵 送
　 受付期間 … 令和 5 年 12 月 1 日～令和 6 年 1 月 31 日まで（消印有効）
　 郵　送　先 … 〒 407-0024　韮崎市本町４丁目２－４　中北保健福祉事務所 福祉課　宛
② 来 所（予約不要）

※リース車両により請求する場合、又は令和５年中に車の乗り換えや障害等級の変更があった場合は、上記以外にも書類が必要とな
ります。※詳細については、当事務所ホームページでの確認、又は下記までお問い合わせ願います。

〈 問い合わせ先 〉
　中北保健福祉事務所 福祉課　☎0551－23－3443　韮崎市本町4－2－4
　http://www.pref.yamanashi.jp/ch-hokenf/index.html

＜必要書類＞

県中北保健福祉事務所では令和５年分の助成金（1月～12月分）の請求を次により受付けます。

 ◎受付期間内に手続きをしない場合、助成金の支払いは一切できません。

場所 甲府会場
甲府市総合市民会館　多目的室

北巨摩会場
北巨摩合同庁舎　101会議室

日程 令和６年１月11日（木）、12日（金）、
　　　　　　24日（水）、25日（木）

令和６年１月９日（火）、15日（月）、
　　　　　  30日（火）、31日（水）

受付時間 午前の部　 ９：30 ～ 11：30
午後の部　13：00 ～ 15：00

午前の部　 ９：00 ～ 11：30
午後の部　13：00 ～ 15：00

書　類 来所する場合 郵送する場合

① 山梨県身体障害者自動車燃料費
助成金請求書(様式あり) 原本持参 原本郵送

② 支払証明書又は購入量計算書 原本持参
（郵送と同様）

原本郵送
（購入量計算書の場合は領収書等も郵送）

③ 身体障害者、療育、戦傷病者手帳 原本持参 全てのページ写しを郵送

④ 減免申請を受けている普通又は
軽自動車の車検証 原本持参 写しを郵送

⑤ 印鑑 持参

⑥ 請求書に記載した口座の
預金通帳 原本持参 写しを郵送

（銀行名、支店名、口座番号、口座名義のわかるページ）

5   広報しょうわ　No.554



　悩み・辛さを抱え込まないで、認知症の人と家族の会の
介護経験者（月・水）や、専門職（火・木・金）の電話相
談員に、まずは話してみませんか。介護のどんなことでも
お聴きします。

認知症のことで困ったらご相談を！

山梨県認知症コールセンター
（若年性認知症対応可）

相談日：月～金曜日（午後１時～５時）
※土日・祝日・年末年始（12/29 〜1/3）は休み

安心して
ご相談を

■認知症の方の介護について相談したい。
■誰かに話を聞いてほしい。
■介護について利用できるサービスを知りたい。
■もしかしたら家族が認知症かも？
■同じ悩みをもつ仲間同士の交流会に参加してみたい…
　などなどお気軽に。

電
・ ・

話で相談 電
・ ・

話または来
・ ・

所で相談

☎055-254 -7711

　昭和町にお住まいの方で、認知症について知りたいというご
本人やご家族、介護に関する不安や悩み、介護保険を使うタイ
ミング等、どんなことでもお気軽にご相談ください。

昭和町もの忘れ相談
地域包括支援センター（総合会館１階 福祉介護課内）

相談日：月～金曜日（午前８時 30分～午後５時 15分）
※土日・祝日・年末年始（12/29 〜1/3）は休み

☎055-275 -8784

まずはお電話を！

秘密厳守 相談無料
（通話は有料）

契約
番号 入札日 工　事　名

（ 業 務 名 ） 工事場所
落札業者 予定価格

工　期
落札率 落札額

34
７
月
28
日

昭和玉穂線（管布 4-6・4-7）他 1箇所
舗装本復旧工事

河東中島
西条

日東建設㈱ 10,530,000円

8/1 ～ 10/3197.341% 10,250,000円

35 町道 30号線（管布 4-2）他 1箇所
舗装本復旧工事兼 4箇所試掘調査

西条新田
河東中島
西条

㈲昭和道路 8,710,000円
97.015% 8,450,000円

36 洪水ハザードマップ作成業務委託 町内全域 ㈱パスコ山梨支店 5,920,000円 8/1 ～ 3/2089.527% 5,300,000円

37

８
月
22
日

（仮称）昭和町商工振興センター整備工事 西条 昭和建設工業・新装建設共同企業体 72,490,000円 9/15 ～ 3/1599.600% 72,200,000円

38 町道 358号線側溝改良工事 上河東二区 ㈲内藤組 5,110,000円 8/24 ～ 12/2297.847% 5,000,000円

39 押原小学校防球ネット（半面）張替え工事 押越 ㈱望 4,880,000円 8/24 ～ 2/1697.336% 4,750,000円

40 昭和町公共下水道管渠布設工事（5-4工区） 飯喰 明友建設㈱ 13,480,000円 8/24 ～ 12/2296.439% 13,000,000円

41 昭和町立図書館A種接地工事 押越 太平ビルサービス㈱甲府支店 2,060,000円 8/24 ～ 12/2892.233% 1,900,000円

42 昭和町立学校給食センター給水装置交換
工事 上河東 ㈱アクアテック 1,602,000円 9/4 ～ 1/3189.888% 1,440,000円

43 給食センター給湯設備改修設計業務委託 上河東 一級建築士事務所薬袋設計 2,490,000円 8/24 ～ 12/2896.386% 2,400,000円

44 押原公園防災備蓄倉庫内パレットラック
設置 押越 ㈱正直堂本部・中央支店 13,210,000円 9/15 ～ 3/2088.569% 11,700,000円

45 校務外部接続系端末購入（リース契約） 押越
リコージャパン㈱デジタルサービス営業本部

山梨支社 LA営業部 8,083,500円 8/24 ～ 2/1689.951% 7,271,200円

46 情報系端末購入（リース契約） 押越 ㈱システムインナカゴミ 51,599,250円 8/24 ～ 10/3162.230% 32,110,000円

47

9
月
27
日

町道 267号線道路拡幅工事 築地新居 ㈱旭建設 3,940,000円

9/29 ～ 1/2697.462% 3,840,000円

48 農道 21号線道路拡幅工事（外 2箇所） 押越
上河東二区

興和建設㈱ 4,680,000円
97.650% 4,570,000円

49 常永土地区画整理地内（1号調整池）
ポンプ修繕工事

常永 4号
公園内

㈲ヒナタロー 2,340,000円 9/29 ～ 2/2995.726% 2,240,000円

50 西条小学校すべり台撤去・新設工事 西条 山梨ガーデン㈱ 2,230,000円 9/29 ～ 2/1697.534% 2,175,000円

公共工事等入札結果（令和5年度 第2四半期）

※予定価格、落札額はいずれも税抜

問い合わせ
総務課　法制係（☎ 275‐8153）

広報しょうわ　令和 5 年 12 月号   6



▶町長と語らいのとき
　● お問い合わせください。

（総務課 ☎275-8153）
▶行政相談（※）
　日時：12月20日（水）	

午後1時～３時
　場所：役場別棟2階 会議室(南)
（企画財政課 ☎275-8154）

▶教育相談（※）＊正午～午後１時を除く
　日時：祝日を除く火・水・木の

午前9時～午後4時＊ 
　場所：中央公民館2階 相談室
　（町青少年育成カウンセラー

 ☎275-6951）
▶総合相談
　● お問い合わせください。
　（昭和町社会福祉協議会 

☎275-0640）
▶結婚相談（完全予約制）
　日時：12月９日（土）・23日（土）
　　　　午後１時30分～４時
　場所：総合会館2階
　　　　昭和町結婚相談所
　（昭和町結婚相談所

 ☎275-1881）
▶障がい者相談支援センター
　　　　「 穂のか」出張相談
　日時：12月１日（金）・22日（金）
　　　　午前９時～正午
　場所：総合会館1階
　� （福祉介護課 ☎275-8784）
※印の相談は事前連絡不要です。
　直接会場にお越しください。

▶ボカシつくり会
　日時：12月20日（水）
　　　　午後1時～
　場所：総合会館裏

（環境経済課 ☎275-8355）

▶町へのご意見箱（ひとりの声）
　ご意見など、町政についてお気
　付きのことをお寄せください。
◦ホームページ
　https://www.town.showa.
　yamanashi.jp/site/chocho/
　5151.html
◦郵送
　〒409-3880 昭和町押越542-2　
　　昭和町役場 総務課  宛

お知らせ

相 談 日

ご意見

　

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
活
動
に
貢
献
・
尽
力
さ
れ
て
き
た
３
名
の
方

に
対
し
、山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
か
ら
表
彰
状
と
感
謝

状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

塚
本
美
佐
子
氏
は
、飯
喰
区
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
会
長
を
平
成
29

年
度
か
ら
現
在
ま
で
務
め
ら
れ
て
い
ま
す
。平
成
30
年
に
は
会
員

の
増
加
運
動
に
尽
力
さ
れ
、８
名
だ
っ
た
会
員
を
24
名
に
ま
で
増

や
し
ま
し
た
。会
員
同
士
の
交
流
促
進
だ
け
で
な
く
、常
永
小
学
校

児
童
の
登
下
校
の
見
守
り
な
ど
積
極
的
に
活
動
さ
れ
ま
し
た
。ま

た
、昭
和
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
副
会
長
を
令
和
３
年
か

ら
２
年
間
務
め
ら
れ
、連
合
会
の
発
展
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ

ら
の
功
績
に
よ
り
、「
育
成
功
労
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

紙
漉
阿
原
区
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
で
は
、グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
を
年
２
回
開
催
し
、会
員
の
交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
全
会
員
に
対
し
感
染
予
防
対
策
備
品
を
配
布
す
る

な
ど
、会
員
の
健
康
管
理
に
も
配
慮
し
て
き
ま
し
た
。こ
れ
ら
の
活

動
が
評
価
さ
れ
、「
優
良
老
人
ク
ラ
ブ
表
彰
」を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

有
賀
惠
藏
氏
は
、山
梨
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
理
事
を
令
和

元
年
６
月
か
ら
４
年
間
務
め
ら
れ
ま
し
た
。様
々
な
事
業
に
携
わ

り
、町
の
み
な
ら
ず
県
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
に
尽
力
さ
れ
、事
業
の

推
進
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。退
任
に
あ
た
り
、「
県
老
連
退
任
役
員

感
謝
状
」が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

い
き
が
い
ク
ラ
ブ
活
動
の
功
労
者
が
受
賞

飯喰区いきがいクラブ

塚本 美佐子 会長
昭和町いきがいクラブ連合会

有賀 惠藏 会長

受賞おめでとうございます

母
子
保
健
功
労
者
が
受
賞

　

10
月
18
日（
水
）、山
梨
県
愛
育
大
会
が

行
わ
れ
、曽
根
眞
由
美
氏（
西
条
一
区
）が
、

山
梨
県
母
子
保
健
功
労
者
と
し
て
、知
事

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

曽
根
氏
は
、平
成
22
・
23
年
度
に
西
条

一
区
愛
育
会
班
長
と
な
り
、平
成
24
年
度

に
は
地
区
班
長
の
経
験
を
活
か
し
、昭
和

町
母
子
愛
育
会
会
長
と
な
り
ま
し
た
。会

長
と
な
っ
て
か
ら
は
、原
点
で
あ
る『
地
域

の
健
康
づ
く
り
』を
テ
ー
マ
に
、愛
育
会
と

食
生
活
改
善
推
進
員
会
合
同
主
催
と
し
た
、現
在
の
健
康
フ
ェ
ス
タ
の
基
盤
を
作

り
ま
し
た
。ま
た
、タ
イ
ム
リ
ー
な
健
康
学
習
と
し
て
正
副
班
長
会
議
に
お
い
て
ミ

ニ
研
修
を
行
っ
た
り
、地
域
住
民
の
方
へ
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
情
報
を
掲
載
し

た
、「
愛
育
便
り
」を
作
成
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
禍
で
子
育
て
支
援
事
業
へ
の
参

加
が
難
し
く
な
っ
た
際
に
は
、ミ
ニ
子
育
て
情
報
誌「
お
せ
っ
か
い
通
信
」を
作
成
。

保
健
師
を
通
じ
て
乳
幼
児
健
診
な
ど
で
配
布
し
、子
育
て
中
の
母
親
た
ち
の
貴
重

な
情
報
源
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

愛
育
会
の
組
織
体
制
の
再
編
も
あ
り
ま
し
た
が
、現
在
も
副
会
長
と
し
て
、常
に

ア
ン
テ
ナ
を
高
く
、地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
や
子
育
て
支
援
に
対
し
て
熱
意
を

持
ち
、町
に
合
っ
た
活
動
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

紙漉阿原区いきがいクラブ

田中 博愛 会長
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　10月22日（日）～ 11月５日（日）、昭和町風土伝承館杉浦醫院
で現代アートの特別展が開催されました。県内出身作家からの
提案で実現したもので、彫刻や絵画など６名の作家の作品が展
示されました。杉浦醫院にちなんだ作品も多く、来場者は風景に
溶け込むように配置された作品を見つけては鑑賞を楽しんでい
ました。地方病との闘いの歴史を伝える杉浦醫院を舞台にした
今回の企画に、芸術と歴史の可能性を感じました。

芸 術 と 歴 史 の 共 演
現 代 ア ー ト Ｌ Ｉ Ｖ Ｅ × 杉 浦 醫 院

まち の わだい
T O W N  T O P I C S

町の「地域情報」を紹介するコーナーです。あなたの身近な話題お待ちしています。

企画財政課 広報担当（☎275-8154） kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

　9月10日（日）、昭和町スポーツ協会野球部は、富山県の豊富
産業株式会社野球部とオープン戦を行いました。町内事業者
との縁がきっかけで実現したもので、豊富産業株式会社野球部
は、昨年開催された高松宮賜杯第66回全日本軟式野球大会（2
部）で優勝した強豪チームです。結果は敗戦でしたが、今後の活
動につながるいい経験となりました。

野 球 で 広 が る 交 流 の 輪
町 ス ポ 協 野 球 部 交 流 試 合

　10月3日（火）～ 11月７日（火）、「第23回昭和
町地区別対抗ソフトバレーボールリーグ戦」が開催
されました。リーグ戦の結果は次のとおりです。

第 23 回昭和町地区別対抗
ソフトバレーボールリーグ戦結果

優　勝 西条二区

準優勝 押越Ｂ

第３位 河東中島
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　11月５日（日）、みんなのスポーツ推進協議会の主催によ
る昭和町スポーツフェスティバルが押原公園で開催されま
した。関係団体の運営のもと、子どもからお年寄りまで楽し
める軽スポーツなど多くの種目が用意されました。また、地
区別対抗の子ども綱引き大会も久しぶりに行われ、白熱し
た戦いに会場は大いに盛り上がりました。種目によっては
個人で、また、家族や友達とスポーツを楽しみました。

ス ポ ー ツ を 楽 し も う
昭 和 町 ス ポ ー ツ フ ェ ス テ ィ バ ル

　11 月 15 日（水）、押原小学校にて町選挙管理委員会
による選挙の出前授業が行われました。町職員による選
挙講座や選挙クイズを通して選挙の持つ意義を学んだほ
か、㈱ジャスト様による開票作業で使われる読取分類機
の実演が行われ、子どもたちは興味津々に見入っていま
した。翌週に児童会選挙を控えた子どもたちは、一票の
大切さを考えるいい機会になったようです。

一 票 の 大 切 さ を 考 え る
選 挙 出 前 授 業

　11 月 11 日（土）、町立図書館で昭和町商工会の
快
ス マ イ ル

適住居工房組合の皆さんによる地域貢献事業が行われ
ました。メンバーは地元の建設業者を中心とする幅広い
業種の職人たちで、図書館の敷地内の落ち葉や雑草の片
付けをはじめ、塗装がはがれてしまったベンチや壁の塗
装、フェンスの補修等をしていただきました。丁寧かつ
スピーディーな仕事ぶりに職人魂を感じました。

職 人 技 で 地 域 貢 献
商 工 会 に よ る 地 域 貢 献 事 業
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昭和町教育委員会（☎ 275-3737)

まな

はぐく

おし

NO.295　 令和 5 年 12 月号

押
原
小
学
校

　

10
月
８
日
、
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い

祭
り
が
５
年
ぶ
り
に
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
押
原
小
学
校
で
は
以
前
か
ら
全

校
児
童
が
参
加
し
、
金
銭
教
育
の
一

環
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

今
年
度
は
さ
ら
に
、
３
年
生
以
上
で

総
合
的
な
学
習

と
関
連
付
け
な

が
ら
、
学
ん
だ

こ
と
を
「
生
か

す
」
こ
と
を
意

識
し
て
取
り
組

み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。

　

３
年
生
は
社
会
科
の
学
習
の
発

展
と
し
て
「
昭
和
町
の
朝
採
れ
ナ

ス
」
を
、
４
年
生
は
社
会
科
の
ご
み

の
学
習
の
発
展
と
し
て
遊
休
品
を
活

用
し
た
「
バ
ザ
ー
」
を
、
５
年
生
は

米
の
学
習
か
ら
自
分
た
ち
が
収
穫
し

た
「
新
米
」
を
、
６
年
生
は
平
和
へ

の
願
い
を
込
め
て
「
ハ
ト
の
陶
器
の

マ
グ
ネ
ッ
ト
」
を
販
売
し
ま
し
た
。

ま
た
、
1
年
生
は
地
域
の
方
の
協
力

と
指
導
を
受
け
て
「
押
し
花
コ
ー

ス
タ
ー
」
と
「
エ
コ
バ
ッ
ク
」、
２

　

９
月
13
日
、
14
日
に
第
59
回
若
麦

祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
一
日
目
の
文

化
の
部
は
、
生
徒
会
本
部
と
開
閉
祭

式
実
行
委
員
に
よ
る
開
祭
式
に
始
ま

り
、
文
化
の
部
開
会
式
、
学
年
・
学

級
の
合
唱
発
表
、
吹
奏
楽
部
・
自
然

科
学
部
・
ロ
ボ
コ
ン
部
・
有
志
に
よ

る
発
表
な
ど
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内

容
で
し
た
。

各
学
年
の
学

年
合
唱
は
、

講
師
の
先
生

も
大
絶
賛
で

し
た
。
最
後

は
全
校
合
唱

で
締
め
く
く

り
ま
し
た
。

　

二
日
目
の
体
育
の
部
で
は
、
は
つ

ら
つ
と
し
た
選
手
宣
誓
や
気
合
い
の

入
っ
た
全
校
応
援
に
始
ま
り
、
長
縄

跳
び
や
学
年
種
目
、
縦
割
り
種
目
、

全
校
ソ
ー
ラ
ン
、
学
年
リ
レ
ー
な
ど

様
々
な
種
目
に
全
力
で
取
り
組
み
ま

し
た
。
全
校
ソ
ー
ラ
ン
で
の
一
体
感

や
、
学
年
リ
レ
ー
の
盛
り
上
が
り
な

ど
、
他
で
は
味
わ
う
こ
と
が
出
来
な

年
生
は
親
子
レ
ク
で
取
り
組
ん
だ

「
あ
み
あ
み
コ
ー
ス
タ
ー
」
を
そ
れ

ぞ
れ
販
売
し
、
た
く
さ
ん
の
皆
様

に
ご
購
入
い

た
だ
き
、
楽

し
い
貴
重
な

体
験
と
す
る

こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
足

を
運
ん
で
く

だ
さ
っ
た
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
押
原
小
学
校
は
、
Ｃ
Ｓ

10
年
目
の
節
目
を
迎
え
る
と
と
も

に
、
町
教
育
委
員
会
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
及
び
ふ
る
さ
と
郷

土
学
習
の
推
進
を
図
る
重
点
校
の
指

定
を
受
け
ま
し
た
。
地
域
の
協
力
を

い
た
だ
く
中
、
地
域
学
校
協
働
活
動

へ
の
発
展
を
目
指
し
て
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

11
月
11
日
に
は
、
昨
年
に
続
い
て

Ｃ
Ｓ
押
原
地
区
「
ふ
る
さ
と
探
検
」

を
行
い
ま
し
た
。
地
域
再
発
見
の

き
っ
か
け
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

い
体
験
が
出
来
た
と
思
い
ま
す
。
体

育
の
部
終
了
後
は
体
育
館
で
感
動
の

閉
祭
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
生
徒
会

長
の
「
一
生
懸
命
が
一
番
か
っ
こ
い

い
し
、
一
生
懸
命
が
一
番
楽
し
い
」

の
言
葉
通
り
、
か
っ
こ
よ
く
楽
し
い

二
日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
月
12
日
、
14
日
に
中
巨
摩
支
部

の
新
人
大
会
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

新
人
戦
の
壮
行
会
で
、
３
年
生
か
ら

受
け
継
い
だ
伝
統
を
胸
に
戦
う
こ
と

を
誓
っ
て
い
た
１
・
２
年
生
選
手
は
、

初
め
て
の
公
式
戦
の
緊
張
の
中
、
粘

り
強
く
戦
い
ま
し
た
。
結
果
は
そ

れ
ぞ
れ
の
部

活
動
で
違
い

ま
す
が
、
一

生
懸
命
打
ち

込
ん
だ
こ
と

で
、
選
手
た

ち
は
一
回
り

大
き
く
成
長

し
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。

押
原
中
学
校

  

第
59
回
若
麦
祭

  

中
巨
摩
新
人
戦

  

５
年
ぶ
り
の

  

ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り

  

地
域
学
校

  

協
働
活
動
を
目
指
し
て

広報しょうわ　令和 5 年 12 月号   10



◎
９
月
定
例
教
育
委
員
会
の
審
議

内
容（
10
月
承
認
の
概
要
）は
次

の
と
お
り
で
す
。

教
育
長
報
告
事
項 

•
9
月
実
施
四
校
会
の
報
告
に
つい
て

•
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
５
類

移
行
と
学
校
教
育
課（
学
園
祭
、運

動
会
の
在
り
方
）及
び
生
涯
学
習

課
の
行
事
に
つい
て

•
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
等
児
童
生
徒
、家

庭
状
況
の
把
握
に
つい
て

•
不
登
校
児
童
生
徒
の
状
況
と
対
策
、

対
応
に
つい
て

•
町
文
化
祭
、ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭

り
への
参
加
に
つい
て

•
今
後
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
と

地
域
学
校
協
働
本
部
体
制
に
つい
て

•
教
職
員
人
事
評
価
と
年
度
末
人
事

異
動
に
つい
て

•
押
原
中
学
校
増
築
工
事
の
進
捗
状

況
に
つい
て

•
修
学
旅
行
の
業
者
選
定
に
つい
て

•
中
学
校
の
休
日
の
部
活
動
の
地
域

移
行
に
つい
て 

他

生
涯
学
習
課
報
告
連
絡
事
項

学
校
教
育
課
報
告
連
絡
事
項

•
主
な
事
業
報
告
と
予
定
に
つ
い
て 

他 教
育
委
員
会

　

10
月
10
日
、
１
年
生
が
動
物
愛
護

教
室
を
行
い
ま
し
た
。
山
梨
県
動
物

愛
護
指
導
セ
ン
タ
ー
か
ら
２
名
の
講

師
に
来
校
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

主
に
犬
と
猫
に
つ
い
て
話
を
聞
き
ま

し
た
。

　

犬
と
猫
の
特
徴
に
触
れ
、
動
物
た

ち
の
気
持
ち
に
つ
い
て
考
え
ま
し

た
。
犬
や
猫

の
う
れ
し

い
・
楽
し
い

気
持
ち
と
こ

わ
い
・
不
安

な
気
持
ち
、

そ
し
て
、
そ

の
時
の
犬
や

猫
の
と
る
態
度
に
つ
い
て
知
り
、
接

す
る
際
の
注
意
点
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。
こ
の
授
業
を
通
し
て
、
子
ど

も
た
ち
は
動
物
の
命
の
大
切
さ
を
感

じ
て
く
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　

10
月
11
日
、
４
年
生
の
福
祉
講
話

を
開
催
し
ま
し
た
。
視
覚
障
害
者
の

　

９
月
23
日
、
常
永
小
学
校
秋
季
大

運
動
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
み
ん

な
が
主
役
！
優
勝
目
指
せ　

全
力

で
」
の
テ
ー
マ
の
も
と
、
子
ど
も
た

ち
は
、
全
校
や
学
年
で
の
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
３
年
ぶ
り
に
縦
割
り

４
色
対
抗
に
よ
る
得
点
を
争
う
競
技

ス
タ
イ
ル
を

復
活
さ
せ
ま

し
た
。
入
場

制
限
が
な
く

な
っ
た
今
年

の
運
動
会
の

会
場
は
、
昨

年
以
上
に
盛

り
上
が
り
ま

し
た
。
優
勝

を
目
指
し
て
競
技
す
る
子
ど
も
た
ち

に
会
場
か
ら
大
き
な
声
援
が
送
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
声
援
に
後
押
し
さ
れ

る
よ
う
に
、
学
校
全
体
の
絆
が
深
ま

り
、
そ
し
て
、
異
年
齢
集
団
に
よ
る

取
組
の
重
要
性
も
再
認
識
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

白
濱
顕
子
さ
ん
が
盲
導
犬
を
連
れ
て

来
校
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

視
覚
障
害
に
つ
い
て
説
明
を
し
て

い
た
だ
い
た
後
、
白
濱
さ
ん
が
実
際

に
ど
ん
な
生
活
を
し
て
い
る
の
か
具

体
的
な
話
を
聞
き
ま
し
た
。
児
童

は
、
料
理
を
普
通
に
し
て
い
る
と
聞

い
て
、
と
て
も
驚
い
た
り
、
交
差
点

を
渡
る
時
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
こ

と
で
声
を
掛
け
て
も
ら
え
る
と
助
け

に
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
り
し
ま
し

た
。

　

後
半
で
は
、
盲
導
犬
に
つ
い
て
説

明
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
５

問
の
ク
イ
ズ
を
出
題
し
て
く
れ
ま
し

た
。
難
問
と
い
う
感
じ
で
は
な
い
の

で
す
が
、
考
え
た
答
え
が
意
外
と

違
っ
て
い
る
問
題
が
い
く
つ
か
あ

り
、
こ
の
ク
イ
ズ
の
全
問
正
解
率
は

75
％
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
あ
ら
た

め
て
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

希
望
制
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
保

護
者
の
皆
さ

ん
も
参
加
さ

れ
、
親
子
で

理
解
を
深
め

る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

10
月
13
日
、
５
年
生
は
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
東
京
を
見
学
し
、

身
近
な
環
境
問
題
に
つ
い
て
学
習
し

て
き
ま
し
た
。
S
D
G
s
の
実
践
例

の
中
に
は
、
自
分
た
ち
で
も
す
ぐ
に

で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
今
後

の
生
活
や
学
習
に
活
か
し
て
い
っ
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
10
月
5
日
に
は
「
す
っ
き

り
し
ょ
う
わ
」
の
方
々
の
ご
指
導
の

も
と
稲
刈
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

S
D
G
s
の
多
く
の
目
標
に
関
わ
る

農
業
の
体
験
は
、
都
市
化
の
進
む
昭

和
町
で
は
貴
重
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
頭
を
垂
れ
、
黄
金
色
に
色
づ
く

稲
を
み
ん
な
で
収
穫
し
ま
し
た
。

　

６
年
生
は
10
月
6
日
に
総
合
的
な

学
習
の
時
間
で
山
梨
大
学
生
命
環
境

学
部
の
島
崎
洋
一
先
生
に
出
前
授
業

を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
「
様
々
な
発
電
方
法
を
知
り
、
エ

コ
を
実
行
す
る
」
で
し
た
。
生
活
の

中
の
「
エ
コ
と
ム
ダ
」
を
知
り
、
身

近
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
発
見
の

楽
し
さ
不
思
議
さ
を
感
じ
た
授
業
と

な
り
ま
し
た
。

常
永
小
学
校

西
条
小
学
校

  

大
切
に
し
た
い
動
物
の
命

  

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と

 

み
ん
な
が
ん
ば
っ
た
運
動
会
！

  

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
取
組
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◦ギターの調べ
クラシックギターの音色を聞きながら、館内で癒やし
のひとときをお楽しみください。
日 時　12月2日（土） 午前10時～
場 所　図書館・児童コーナー
演 奏　山上 浩幸氏

◦0,1,2歳児のおはなし会 ※定員予約制 
絵本、わらべうたなどをお楽しみください。
日 時　12月21日（木） 午前11時～
対 象　0,1,2歳児とその保護者
定 員　5組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　12月1日（金）〜

◦クリスマスおはなし会 ※定員予約制 
クリスマスのおはなしや手袋人形で楽しもう！
サンタさんがプレゼントを渡しに来てくれるかも
…！？
日 時　12月16日（土） 午後2時～
対 象　幼児～小学生
定 員　20名
場 所　図書館・視聴覚室
申 込　12月1日（金）～

◦おはなし会 ※定員予約制  
おはなし、手遊び、絵本などをお楽しみください。
日 時　1月6日（土） 午前11時～
対 象　幼児〜小学生低学年
定 員　5組
場 所　図書館・幼児コーナー
申 込　12月3日（日）〜

 図書館だより
Library Information

昭和町立図書館　〒409-3864 昭和町押越 575  ☎ 275-7860  FAX 275-7870  URL https://www.lib.showacho.ed.jp/

No.163

 

『  こぎつねと
　　とくべつなクリスマス  』

『 サンタクロースが
　　　　　　うまれた日 』

『  あなたの日本語
　　　　だいじょうぶ？ 』

ボリー・フェイバー／さく
リチャード・ジョーンズ／え

ひびの さほ／やく
 岩崎書店

アラン・スノウ／作
石井 睦美／訳

小学館

金田一 秀穂／著
暮しの手帖社

　お腹がぺこぺこでひとりぼっ
ちのこぎつねを助けてくれたの
は、丸々太ったおじいさん。優
しいおじいさんの家で過ごすこ
ぎつねは、初めてのクリスマス
を迎えることに。それは、とっ
ても特別で素敵なクリスマスに
なって…。
　心あたたまる絵とストーリー
が何度も読みたくなる絵本です。

　サンタクロースはどうやって
生まれたのか。一晩で世界中の
子どもたちにどうやってプレゼ
ントを届けているのか。そんな
疑問を持った子もいるのではな
いでしょうか。
　数々の謎に包まれたサンタク
ロースの秘密を、ちょっとのぞ
いてみましょう。

　コロナ禍では「リモート」とい
う接頭語が蔓延したばかりか、今
まで普通に行われていたことに「対
面」を付け加えなければならなく
なった。リモートに決定的に欠け
ているものとは。
　コロナ禍とその前後の流行語・
略語・新語などおもしろい巷の日
本語や、SNS 社会のことばの伝え
方について語られています。

◦12月の休館日
  4日（月）、 11日（月）、
18日（月）、25日（月）、
28日（木・月末整理日）、
29日（金）～
1月4日（木・年末年始）

イベントのお知らせ

今月のおすすめ本

※事前に申し込みが必要です。
※イベントが変更または中止になる場合もございます。予めご了承ください。
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問い合わせ
　環境経済課（☎275-8355）

環境
農政

かんきょうけいざい  つうしん NO.187

※�12月は粗大ごみと特殊ごみの月で、18日（月）になります。当日の朝6時30分～8時30分の間に、昭和町総合体育館駐車場に出してく
ださい。特殊ごみの品目等は、リサイクルカレンダーをご覧ください。

　
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
で
は
、
原
則
と
し
て

廃
棄
物（
ご
み
）の
焼
却（
野
焼
き
）

を
禁
止
し
て
い
ま
す
。

　
廃
棄
物
処
理
基
準
に
従
っ
た
焼

却
炉
で
の
焼
却
や
、
ど
ん
ど
焼
き

な
ど
の
行
事
、
農
業
者
が
行
う
稲

わ
ら
な
ど
の
焼
却
（
苦
情
が
出
な

い
形
）
は
例
外
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
ド
ラ
ム
缶
、
一
般
的
な
小
型

焼
却
炉
、
ブ
ロ
ッ
ク
を
積
み
上
げ
た
だ
け
の
焼
却
炉
な
ど
十
分
な
設

備
が
な
い
焼
却
施
設
で
ご
み
を
燃
や
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　
野
焼
き
を
す
る
と
、
煙
や
悪
臭
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
前
も
っ
て

近
隣
の
住
宅
に
お
知
ら
せ
す
る
な
ど
、
周
辺
地
域
の
生
活
環
境
に
十

分
配
慮
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
風
の
あ
る
日
に
焼
却
す
る
と
、

火
災
の
恐
れ
や
煙
が
拡
散
し
て
よ
り
多
く
の
方
に
影
響
が
出
ま
す
の

で
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
植
木
の
剪
定
枝
で
町
指
定
の
ご
み
袋
へ
入
ら
な
い
も
の
は
、『
月

１
回
の
粗
大
ご
み
収
集
日
』
ま
た
は
『
中
巨
摩
広
域
清
掃
セ
ン
タ
ー
』

へ
直
接
出
す
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
環
境
経
済
課
ま
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

野
焼
き
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

　
秋
か
ら
冬
に
か
け
て
、堆
肥
の
散
布
が
集
中
し
て
行
わ
れ
ま
す
。田
畑
な
ど

へ
の
堆
肥
散
布
は
、農
作
物
の
健
全
な
生
育
に
重
要
な
作
業
で
あ
る一
方
、住

宅
地
が
近
接
す
る
所
で
は
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
堆
肥
を
散
布
す
る
際
に
は
、次
の
点
に
注
意
し
、生
活
環
境
の
保
全
と
水
質

汚
濁
の
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

·�

住
居
な
ど
に
近
い
農
地
へ
の
施
肥
散
布
は
、生
活
環
境
に
十
分
配
慮
し
、

悪
臭
や
害
虫
、汚
水
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

·�

十
分
発
酵
さ
せ
た
、悪
臭
を
伴
わ
な
い
完
熟
堆
肥
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

·�

農
地
に
搬
入
し
た
堆
肥
は
す
ぐ
に
す
き
込
み
ま
し
ょ
う
。

·�

雨
天
に
よ
り
す
き
込
み
が
で
き
な
い
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、天
候
に
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

·�

田
畑
等
に
積
ん
で
使
用
す
る
場
合
は
、悪
臭
や
堆
肥
の
流
出
を
防
ぐ
た
め

に
、ブ
ル
ー
シ
ー
ト
な
ど
で
覆
い
ま
し
ょ
う
。

·�

地
下
水
汚
染
の
原
因
に
も
な
る
、過
剰
な
堆
肥
散
布
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

堆
肥
散
布
に
よ
る
悪
臭
な
ど
の

発
生
防
止
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　
事
業
所（
店
舗
、会
社
、工
場
な
ど
）か
ら
出
さ
れ
る
ご
み（
一

般
廃
棄
物
）
は
町
で
は
収
集
で
き
ま
せ
ん
。
昭
和
町
の
許
可

業
者
（
許
可
業
者
一
覧
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
）
へ
処
理
（
収
集
・
運
搬
）
を
委
託
す
る
か
、
直
接
、

中
巨
摩
広
域
清
掃
セ
ン
タ
ー
へ
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

 事業者の皆さまへ 
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竜王年金事務所 ☎278-1100 ／ 役場 町民窓口課 国保年金係 ☎275-8264

 シリーズ
その228国 民 年 金 年金は世代間の支えあい

年金について
もう一度考えてみませんか

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
に
つ
い
て

令
和
5
年
分

昭
和
町
広
報
の
国
民
年
金
シ
リ
ー
ズ
の
今
回
は
、
国
民
年
金
保

険
料
の
控
除
証
明
書
に
つ
い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
控
除
証
明
書
は
令
和
５

年
中
（
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日
）
に

納
付
さ
れ
た
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
額
を
証
明

す
る
書
類
で
す
。
社
会
保
険
料
控
除
の
適
用
を
受

け
る
場
合
に
は
、
年
末
調
整
・
確
定
申
告
の
際
に

控
除
証
明
書
や
領
収
書
を
申
告
書
に
添
付
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

 　
社
会
保
険
料
控
除
に
つ
い
て

　

社
会
保
険
料
控
除
と
は
、
自
分
自
身
の
社
会
保

険
料
（
国
民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
、
健
康
保
険
・

厚
生
年
金
保
険
な
ど
）
を
納
め
た
と
き
、ま
た
は
、

配
偶
者
や
そ
の
他
の
親
族
の
負
担
す
べ
き
社
会
保

険
料
を
納
め
た
と
き
に
受
け
ら
れ
る
所
得
控
除
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。

 　
控
除
証
明
書
の
発
送
対
象
者
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
中
（
令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
12
月

31
日
）
に
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

（
被
保
険
者
ご
本
人
宛
）
に
お
送
り
し
ま
す
。

　

被
用
者
年
金
（
厚
生
年
金
保
険
、共
済
組
合
等
）

の
保
険
料
に
つ
き
ま
し
て
は
、
お
勤
め
先
で
控
除

額
を
算
出
の
上
、
市
区
町
村
や
税
務
署
に
届
出
し

ま
す
の
で
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
控
除
証
明
書
を

お
送
り
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
控
除
証
明
書
の
発
送
時
期
に
つ
い
て

　

令
和
５
年
１
月
１
日
か
ら
令
和
５
年
９
月
30
日

ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方

に
は
令
和
５
年
11
月
上
旬
頃
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
発
送
を
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
令
和
５
年
10
月
1
日
か
ら
12
月
31
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
６
年
２
月
上
旬
頃
の
発
送

予
定
と
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
期
限
か
ら
２
年
以

内
で
あ
れ
ば
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
保
険

料
の
免
除
等
の
承
認
を
受
け
て
い
る
期
間
に
つ
い

て
は
、
10
年
前
の
期
間
ま
で
追
納
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。）
12
月
31
日
ま
で
に
納
め
て
い
た
だ
い

た
保
険
料
は
、
今
年
の
申
告
（
控
除
）
の
対
象
と

な
り
ま
す
。
納
付
書
を
紛
失
さ
れ
た
場
合
は
、
昭

和
町
を
管
轄
す
る
竜
王
年
金
事
務
所
で
再
発
行
が

可
能
で
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

 

問
い
合
わ
せ

竜
王
年
金
事
務
所
（
☎
２
７
８
‐
１
１
０
０
）

　

ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

　

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証
明
書
の
再
発
行
、

そ
の
他
具
体
的
な
ご
相
談
や
お
問
い
合
わ
せ
は

「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　
電
話
番
号

　

☎
０
５
７
０
‐
０
０
３
‐
０
０
４

　

※
０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
か
ら
お
か
け
に

　
　

な
る
場
合
は
、

　
　

☎
０
３
‐
６
６
３
０
‐
２
５
２
５　
ま
で

●
受
付
時
間

　

月
～
金
曜
日

　
　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
７
時
00
分

　

第
２
土
曜
日

　
　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
00
分

※�

祝
日
（
第
２
土
曜
日
を
除
く
）、
12
月
29
日
～

１
月
３
日
は
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

※�「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」の
ユ
ー

ザ
Ｉ
Ｄ
を
取
得
し
て
い
る
方

は
、
国
民
年
金
保
険
料
控
除

証
明
書
等
の
再
交
付
申
請
を

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
か
ら

24
時
間
い
つ
で
も
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
の

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
！
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社会福祉法人　昭和町社会福祉協議会　	【昭和町社会福祉協議会ホームページ】	 URL https://www.showashakyo.or.jp
〒409-3864 昭和町押越 955-1	 【記事に関するお問い合わせ】☎ 275-0640  FAX 268-3737

－社協だより－
　　　まごころ   第 316 号

　
10
月
８
日（
日
）に
第
32
回
昭
和
町
ふ
る
さ
と
ふ

れ
あ
い
祭
り
が
開
催
さ
れ
、町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、３
つ
の
コ
ー
ナ
ー
を
出
展
し
ま
し
た
。

　
赤
い
羽
根
共
同
募
金
コ
ー
ナ
ー
で
は
、来
場
者
の

あ
た
た
か
い
善
意
に
よ
り
、３
万
６
２
３
１
円
の
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。い
た
だ
き
ま
し
た
募
金
は
、昭
和
町
の
福
祉
の

た
め
に
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
災
害
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
ナ
ー
で
は
、い

つ
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
災
害
に
備
え
た
地

域
づ
く
り
と
し
て
、町
災
害
・
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

連
絡
会
の
活
動
や
災
害
時
に
立
ち
上
げ
ら
れ
る
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
様
子
を
紹
介
し
ま

し
た
。特
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
使
っ
た
ろ
過
機
作
り

の
体
験
で
は
、身
近
な
も
の
が
災
害
時
に
役
立
つ
こ

と
に
つ
い
て
来
場
者
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
体
験
コ
ー
ナ
ー
で
は
、子
ど
も
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
く
楽
し
め
る
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
を

２
種
類
設
置
し
ま
し
た
。終
始
体
験
者
の
絶
え
な
い

人
気
コ
ー
ナ
ー
と
な
り
、大
盛
況
で
し
た
。町
社
会

福
祉
協
議
会
で
は
、ｅ
ス
ポ
ー
ツ
を
地
域
交
流
の
促

進
と
し
て
各
地
区
へ
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ご
興
味
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。今
後
も
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
地
域
の
皆
様

の
た
め
の
福
祉
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
か

ら
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日　
　
　
時　
令
和
６
年
１
月
24
日（
水
）

　
　
　
　
　
　

※
悪
天
候
の
場
合
は
１
月
31
日（
水
）に
延
期

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
30
分
開
始（
受
付
は
午
前
10
時
か
ら
）

場　
　
　
所　
昭
和
町
総
合
体
育
館（
押
越
１
０
０
１
）

参
加
対
象
者　
町
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

参　
加　
費　
無
料

持　
ち　
物　
①
動
き
や
す
い
服
装　

②
上
履
き

　
　
　
　
　
　

③
防
寒
着

申 

込 

締 

切　
令
和
５
年
12
月
22
日（
金
）

※
お
住
ま
い
の
地
区
の
町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
会
長
、又
は

町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
事
務
局（
町
社
会
福
祉
協

議
会
内
）へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

昭
和
町
ふ
る
さ
と
ふ
れ
あ
い
祭
り
に

出
展
し
ま
し
た
！

令
和
５
年
度
昭
和
町

福
祉
軽
ス
ポ
ー
ツ
親
善
交
流
会 

参
加
者
募
集
！

　

町
い
き
が
い
ク
ラ
ブ
連
合
会
で
は
、軽
ス
ポ
ー
ツ
親
善
交
流
会
を
開
催
し

ま
す
。誰
で
も
簡
単
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
や
脳
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
ご
用
意

し
て
い
ま
す
。皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！

【健康体操教室】
  7 日 ( 木 )
14 日 ( 木 )
21 日 ( 木 )

【ふれあい教室】
  4 日 ( 月 ) ストレッチ
11 日 ( 月 ) 3B 体操
13 日 ( 水 ) 脳トレ体操 
18 日 ( 月 ) リンパ体操
21 日 ( 木 ) 音楽療法 

【笑顔でお正月を迎えるための
　　　　　　　整理収納講座】
  9 日 ( 土 ) 

【季節の寄せ植え教室】
25 日 ( 月 ) 

●各事業 事前申し込み制

12 月の予定12 月の予定

「
昭
和
町
の
福
祉
の
増
進
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」と
、

あ
た
た
か
い
善
意
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

寄
附
団
体

　

昭
和
町
交
通
安
全

　

協
会
西
条
地
区

善
意
を
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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国
保
の
届
け
出
を
お
忘
れ
な
く
！

　

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
し
て
い
る
方
、
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方
な
ど

を
除
い
た
す
べ
て
の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
へ
の
加
入
は
世
帯

ご
と
に
行
い
ま
す
。

　

世
帯
の
一
人
一
人
が
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
が
、
保
険
税
の

支
払
い
（
納
付
）
義
務
者
は
世
帯
主
に
な
り
ま
す
。

○
加
入
の
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　

国
保
の
加
入
日
は
以
前
の
健
康
保
険
を

脱
退
し
た
日
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
の
で
、

国
保
税
も
同
様
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
届
け
出
が
遅
れ

る
と
、
一
度
に
多
額
の
国
保
税
を
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
証
が
無
い
た
め
、
そ
の
間

に
か
か
っ
た
医
療
費
は
全
額
自
己
負
担
と

な
り
ま
す
。

○
や
め
る
届
け
出
が
遅
れ
る
と
…

　

資
格
が
無
く
な
っ
た
あ
と
、
国
保

の
保
険
証
を
使
っ
て
医
療
を
受
け
て

し
ま
っ
た
場
合
、
国
保
が
負
担
し
た

医
療
費
を
、
後
日
返
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
ほ
か
の

健
康
保
険
に
加
入
す
る
と
保
険
税
を

二
重
払
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

国
保
に
加
入
す
る
と
き
、
や
め
る
と
き
は
、

14
日
以
内
に
役
場
へ
届
け
出
ま
し
ょ
う
！

国保の届出

（注１）手続きの際には「顔写真付きの身分証明書」、「マイナンバーカード（お持ちで
ない方はマイナンバーのわかる書類）」、「該当者の国民健康保険証（お持ちの
方）」を持参してください。

◦「子育て支援医療費助成金受給資格者証」・「ひとり親家庭医療費助成金受給資格者証」・ 
「重度心身障害者医療費助成金受給資格者証」をお持ちの方は受給資格者証をお持
ちください。

◦ 別世帯の方が手続きする場合は「委任状」が必要です。

◎国民健康保険に加入するとき
こんなとき 届出に必要なもの（注１）

昭和町に転入したとき 転出証明書
職場の健康保険をやめたとき 健康保険資格喪失証明書
職場の健康保険の扶養からはずれたとき 健康保険扶養喪失証明書
国保世帯に子どもが生まれたとき 母子健康手帳
生活保護を受けなくなったとき 保護廃止（停止）決定通知書

◎国民健康保険をやめるとき
こんなとき 届出に必要なもの（注１）

昭和町から転出するとき
職場の健康保険に加入したとき 職場の健康保険証または加入証明書
職場の健康保険の被扶養者になったとき 職場の健康保険証または加入証明書
国保加入者が亡くなったとき 死亡を証明するもの
生活保護を受けるようになったとき 保護開始決定通知書

◎そのほかの異動
こんなとき 届出に必要なもの（注１）

昭和町内で住所が変わったとき
世帯主・世帯構成・氏名が変わったとき
保険証を紛失・汚損などしたとき（再交付）
修学のために昭和町外に住所を定めるとき 在学証明書（→㊫被保険者証を交付します）
昭和町外の介護保険施設等に入所等したこ
とにより転出したとき

転出後も昭和町国保に加入します
（住所地特例）

国民健康保険
加入世帯 2,443世帯
被保険者 3,851人

令和5年10月末現在

No.130

国
保
だ
よ
り

お問い合わせ先
町民窓口課

☎ 275-8264

　

今
年
１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
た「
国
民
健
康
保
険
税
」額
は
、年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告

の「
社
会
保
険
料
控
除
」と
し
て
、所
得
か
ら
差
し
引
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

今
年
度
に
つ
き
ま
し
て
も
、来
年
１
月
末
頃
、「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
額
の
お
知
ら
せ
」の

は
が
き
を“
世
帯
主
”様
宛
て
に
郵
送
い
た
し
ま
す
の
で
、納
付
済
額
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
額
の
お
知
ら
せ
」の
は
が
き
到
着
前
に
納
付
済
額
を
確
認
し

た
い
場
合
は
、町
民
窓
口
課
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
の
際
は
、免
許
証
・

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
な
ど
の
身
分
証
明
書
を
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
、別
世
帯
の
方
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き
ま

し
て
は
、直
接
お
答
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

国民健康保険税納付額
のお知らせ

はがきの発送について
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高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算

　
　
　
　
　
　  

療
養
費
制
度
に
つ
い
て

　
「
高
額
医
療
・
高
額
介
護
合
算
療
養
費
制
度
」
と
は
、
医
療
費
と 

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
自
己
負
担
が
著
し
く
高
額
に
な
っ
た
場

合
、
１
年
間
（
８
月
１
日
～
翌
年
７
月
31
日
）
の
自
己
負
担
額
を

合
算
し
て
、
限
度
額
を
超
え
た
分
に
つ
い
て
「
高
額
介
護
合
算
療

養
費
」
と
し
て
支
給
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

加
入
者
で
今
年
度
の
支
給
対
象
と
な
る
方
に

は
、
来
年
３
月
を
目
途
に
支
給
申
請
の
ご
案
内

（
勧
奨
通
知
）
を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
以

外
の
健
康
保
険
に
ご
加
入
の
方
は
、
各
保
険
者

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

計
算
対
象
期
間
は
、
令
和
4
年

８
月
１
日
～
令
和
5
年
７
月
31
日

ま
で
の
一
年
間
で
す
。

　

医
療
保
険
と
介
護
保
険
の
両
方

に
自
己
負
担
額
が
あ
り
、
自
己
負

担
額
の
合
計
が
限
度
額
を
超
え
た

世
帯
に
限
り
ま
す
。（
た
だ
し
、

高
額
療
養
費
ま
た
は
高
額
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
と
し
て
支
給
さ
れ
た
金

額
は
、
自
己
負
担
額
か
ら
差
し
引

い
て
計
算
し
ま
す
）

令
和
4
年
８
月
１
日
～
令
和
5
年

７
月
31
日
の
１
年
間
に
つ
い
て

支
給
対
象
と
な
る
方

　

勧
奨
通
知
送
付
対
象
者

　

支
給
基
準

 

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
の
方
へ

「
納
付
額
の
お
知
ら
せ
」の
交
付
に
つ
い
て

　
保
険
料
の
納
付
額
は
、
年
末
調
整
や
確
定
申
告
で
社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
納
付
書
で
納
付
さ
れ
た
方
は
領
収
書
、
口
座
振
替
の
方
は
預
貯
金
通
帳
、
年
金
天
引
き
の
方
は
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
で
申
告
で
き
ま
す
が
、
希
望
さ
れ
る
方
に
は「
納
付
額
の
お
知
ら
せ
」を
交
付
い
た
し
ま
す
。

〇
窓
口
で
の
交
付

　

�

町
民
窓
口
課
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。申
請
の
際
は
被
保
険
者
証
ま
た
は
身
分
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

な
お
、
同
一
世
帯
の
方
が
申
請
す
る
場
合
は
納
付
額
の
お
知
ら
せ
が
必
要
な
方
の
被
保
険
者
証
と
併
せ
て
身

分
証
明
書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

〇
郵
送
で
の
交
付

　
ご
連
絡
頂
け
れ
ば「
納
付
額
の
お
知
ら
せ
」を
住
民
登
録
地
へ
送
付
い
た
し
ま
す
。
住
民
登
録
地
以
外
へ
の

送
付
は
い
た
し
か
ね
ま
す
。
な
お
、
電
話
で
の
お
問
い
合
わ
せ
、
別
世
帯
の
方
の
お
問
い
合
わ
せ
に
つ
き

ま
し
て
は
直
接
お
答
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

令
和
６
年
１
月
１
日
か
ら
、
出
産
す
る
国
保
被
保
険
者
の
保
険
税
の
所
得
割
額
・
均
等

割
額
が
産
前
産
後
の
４
か
月
分
（
２
人
以
上
の
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
６
か
月
分
）
免
除
さ

れ
ま
す
。
免
除
に
あ
た
っ
て
の
所
得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
保
険
税
が
賦
課
限
度
額
に

達
し
て
い
る
場
合
は
、
保
険
税
額
が
変
わ
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
制
度
の
出
産
と
は
妊
娠
85
日
以
上
の
分
娩
で
、
死
産
・
流
産
（
人
口
妊
娠
中
絶
を

含
む
）、
早
産
の
場
合
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

〇
免
除
期
間

　

�

出
産
予
定
月
（
ま
た
は
出
産
月
）
の
前
月
（
２
人
以
上
の
多
胎
妊
娠
は
３
か
月
前
）
か
ら
、

出
産
予
定
月
（
出
産
月
）
の
翌
々
月
ま
で
。

　
【
例
】
令
和
６
年
４
月
が
出
産
予
定
月
の
場
合

　
令
和
６
年
３
月
～
６
月
分
の
保
険
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
２
人
以
上
の
多
胎
妊
娠
の
場
合
は

　
令
和
６
年
１
月
～
６
月
分
の
保
険
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

〇
令
和
５
年
11
月
以
降
の
出
産
で
あ
れ
ば
免
除
対
象
と
な
り
ま
す

　
【
例
】
令
和
５
年
11
月
に
出
産
し
た
場
合

　
令
和
６
年
１
月
分
の
保
険
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

　
【
例
】
令
和
５
年
12
月
に
出
産
し
た
場
合

　
令
和
６
年
１
月
～
２
月
分
の
保
険
税
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

〇
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す

　
�

免
除
を
受
け
る
た
め
に
は
、
原
則
世
帯
主
が
届
け
出
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、母
子
手
帳
や
出
生
届
な
ど
で
、

事
実
確
認
を
行
い
ま
す
。
必
要
な
事
実
が
確
認
で
き
れ
ば

職
権
で
免
除
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
確
認
で
き
な
い

場
合
は
免
除
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

産
前
産
後
期
間
の
保
険
税（
料
）が
免
除
さ
れ
ま
す
！
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誰
も
が
住
み
や
す
い
ま
ち
へ

男
女
共
同
参
画
推
進
委
員　
松
本 

英
敏
（
西
条
二
区
）　

No.230

昭
和

共
に

き
輝
け

活い
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
だ
よ
り

き
生い

女ひ
と

と
男ひ
と

と
が
築
き
あ
げ
る
21
世
紀
の
ま
ち
づ
く
り

事
務
局　
企
画
財
政
課
（
☎
２
７
５

‐

８
１
５
４
）

　

今
の
時
代
、
男
女
平
等
は
ま
す
ま
す
重

　

今
の
時
代
、
男
女
平
等
は
ま
す
ま
す
重

要
視
さ
れ
、
様
々
な
分
野
で
進
展
し
て
い

要
視
さ
れ
、
様
々
な
分
野
で
進
展
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
一
昨
年
実
施
し
た
男
女

ま
す
。
し
か
し
、
一
昨
年
実
施
し
た
男
女

共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー

共
同
参
画
社
会
に
関
す
る
町
民
ア
ン
ケ
ー

ト
を
見
る
と
、
職
場
や
地
域
、
社
会
に
お

ト
を
見
る
と
、
職
場
や
地
域
、
社
会
に
お

い
て
は
男
性
優
位
と
答
え
る
方
が
多
く
見

い
て
は
男
性
優
位
と
答
え
る
方
が
多
く
見

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

男
女
を
問
わ
ず
に
一
人
ひ
と
り
の
能

　

男
女
を
問
わ
ず
に
一
人
ひ
と
り
の
能

力
が
発
揮
で
き
れ
ば
職
場
で
女
性
の
リ
ー

力
が
発
揮
で
き
れ
ば
職
場
で
女
性
の
リ
ー

ダ
ー
が
増
え
、
従
来
の
男
女
の
固
定
観
念

ダ
ー
が
増
え
、
従
来
の
男
女
の
固
定
観
念

に
問
わ
れ
な
い
職
種
に
就
き
、
自
分
の
個

に
問
わ
れ
な
い
職
種
に
就
き
、
自
分
の
個

性
や
才
能
が
発
揮
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

性
や
才
能
が
発
揮
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

地
域
や
社
会
で
も
女
性
が
参
画
す
る
こ

　

地
域
や
社
会
で
も
女
性
が
参
画
す
る
こ

と
で
、
従
来
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
問
題
点

と
で
、
従
来
見
過
ご
さ
れ
て
い
た
問
題
点

や
新
し
い
発
想
で
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
に

や
新
し
い
発
想
で
ま
ち
づ
く
り
の
促
進
に

つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

つ
な
が
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。

　

男
女
平
等
社
会
は
、
次
世
代
の
子
ど
も

　

男
女
平
等
社
会
は
、
次
世
代
の
子
ど
も

た
ち
の
模
範
に
も
な
り
ま
す
。
私
た
ち
が

た
ち
の
模
範
に
も
な
り
ま
す
。
私
た
ち
が

共
に
支
え
合
い
、
尊
重
し
合
い
平
等
な
立

共
に
支
え
合
い
、
尊
重
し
合
い
平
等
な
立

場
で
活
躍
す
る
姿
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

場
で
活
躍
す
る
姿
は
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
教
育
の
一
環
に
も
な
り
ま
す
。

て
教
育
の
一
環
に
も
な
り
ま
す
。

　

女
性
が
特
定
の
職
業
に
お
い
て
男
性
よ

　

女
性
が
特
定
の
職
業
に
お
い
て
男
性
よ

り
報
酬
が
低
か
っ
た
り
、
昇
進
が
遅
れ
た

り
報
酬
が
低
か
っ
た
り
、
昇
進
が
遅
れ
た

り
と
ま
だ
ま
だ
公
平
で
な
い
部
分
も
多
く

り
と
ま
だ
ま
だ
公
平
で
な
い
部
分
も
多
く

あ
り
ま
す
が
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
様
々

あ
り
ま
す
が
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の
様
々

取
り
組
み
で
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い

取
り
組
み
で
変
わ
っ
て
い
く
こ
と
と
思
い

ま
す
。

ま
す
。

　

私
が
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

　

私
が
昭
和
町
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員

と
な
っ
て
か
ら
二
期
目
を
迎
え
ま
し
た
。

と
な
っ
て
か
ら
二
期
目
を
迎
え
ま
し
た
。

誰
も
が
住
み
や
す
い
町
「
昭
和
町
」
で
あ

誰
も
が
住
み
や
す
い
町
「
昭
和
町
」
で
あ

り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
他
の

り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
他
の

委
員
の
方
た
ち
と
共
に
試
行
錯
誤
し
な
が

委
員
の
方
た
ち
と
共
に
試
行
錯
誤
し
な
が

ら
、
推
進
委
員
会
活
動
を
続
け
て
い
き
た

ら
、
推
進
委
員
会
活
動
を
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

い
と
思
い
ま
す
。

こんにちは!愛育会です!No.199
昭和町母子愛育会
事務局 いきいき健康課
　　（☎ 275-8785）

　10 月 23 日に、ロイヤルセラピスト協会認定
講師の三井めぐみ先生を講師に迎え、新生愛育
会初の子育てイベントを開催しました。10 組限
定で、4 か月～ 1 才５か月までの赤ちゃんとマ
マたちが、ハロウィンの小物を身に着けて参加
してくれました。
　触れる大切さと同時に、まだ言葉のコミュニ
ケーションが難しいわが子の気持ちを汲み取れ
るようなコミュニケーションの取り方や、服を
着たままでで
きるマッサー
ジと体遊びな
どで楽しく過
ごすことがで
きました。

　 参 加 者 か ら は、
「自分の子どもと同
じくらいの年齢の
お 友 達 に 触 れ て、
子どもも楽しそう
でした」「今回教え
ていただいたマッ
サージやコミュニ
ケーションを通し
て育児を楽しんで
いこうと思います」

「次のイベントがあったら、ぜひまた参加したいです」
といった声が聞かれました。
　赤ちゃんもママたちも新生愛育会もまだまだヨチ
ヨチ歩きですが、一緒に大きくなれたらと思います。

こころとからだがつながるハロウィン！こころとからだがつながるハロウィン！
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Healthみなさんの

健康 け
ん
こ
う

　

皆
さ
ん
は
日
常
生
活
の
中

で
膝
が
痛
い
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
膝
関
節
の

痛
み
を
自
覚
さ
れ
て
い
る
中

高
年
の
方
の
多
く
は
変
形
性

膝
関
節
症
で
す
。
テ
レ
ビ
C
M
な
ど
で
も
目
に

す
る
こ
と
も
あ
り
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
変
形
性
膝
関
節
症
は
膝
の
軟
骨
が
す
り

減
る
こ
と
に
よ
り
関
節
の
変
形
が
進
行
し
、
主

に
体
重
を
か
け
た
時
に
膝
関
節
に
痛
み
を
生
じ

る
疾
患
で
す
。
レ
ン
ト
ゲ
ン
な
ど
の
画
像
検
査

で
、
関
節
の
隙
間
が
狭
く
な
っ
て
い
る
様
子
や
、

骨こ
つ
き
ょ
く棘

と
い
わ
れ
る
過
剰
な
骨
の
形
成
を
み
と

め
る
こ
と
で
診
断
さ
れ
ま
す
。
わ
が
国
で
は
約

1
0
0
0
万
人
も
の
方
が
変
形
性
膝
関
節
症
に

よ
る
膝
関
節
痛
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

変
形
性
膝
関
節
症
の
原
因
は
、
主
に
加
齢
に

伴
う
膝
関
節
軟
骨
の
老
化
、
摩
耗
に
よ
る
も
の

で
す
。
遺
伝
が
関
係
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ

て
お
り
、
約
80
％
が
女
性
の
方
で
、
わ
が
国
で

は
膝
の
内
側
の
軟
骨
が
す
り
減
り
変
形
が
進
行

し
て
く
る
、
い
わ
ゆ
る
O
脚
と
い
わ
れ
る
よ
う

な
内
反
膝
に
な
っ
て
い
く
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

ま
た
、
加
齢
だ
け
で
は
な
く
、
股
関
節
の
変
形

が
あ
り
、
脚
の
動
き
が
制
限
さ
れ
て
い
た
り
、

そ
れ
に
伴
い
脚
の
長
さ
が
左
右
で
違
う
場
合
に
、

膝
に
負
担
が
か
か
り
結
果
的
に
変
形
性
膝
関
節

症
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
の

他
、
怪
我
な
ど
で
膝
関
節
周
辺
の
骨
折
、
靭
帯

損
傷
（
特
に
前
十
字
靭
帯
損
傷
）
や
半
月
板
損

傷
の
受
傷
、
さ
ら
に
関
節
炎
な
ど
が
変
形
性
膝

関
節
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
肥

満
も
膝
に
か
か
る
負
担
が
大
き
く
な
っ
て
し
ま

う
た
め
変
形
性
膝
関
節
症
に
な
る
リ
ス
ク
を
高

め
て
し
ま
い
ま
す
。

　

治
療
と
し
て
は
、
軟
骨
が
す
り
減
る
こ
と
を

食
い
止
め
る
効
果
的
な
治
療
法
は
残
念
な
が
ら

確
立
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
症
状
の
改
善
や
悪

化
の
防
止
に
は
筋
力
強
化
、
特
に
膝
を
伸
ば
す

筋
肉
（
大
腿
四
頭
筋
）
を
鍛
え
る
、
肥
満
で
あ

れ
ば
減
量
す
る
、
温
め
て
血
行
を
良
く
す
る
な

ど
で
一
定
の
効
果
を
み
と
め
ま
す
。
ま
た
、
内

服
薬
や
外
用
薬
の
使
用
、
膝
関
節
内
へ
の
ヒ
ア

ル
ロ
ン
酸
注
射
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
装

具
な
ど
も
症
状
を
改
善
す
る
手
段
と
な
り
ま
す
。

変
形
が
進
行
し
、
痛
み
が
良
く
な
ら
な
い
場
合

は
手
術
加
療
を
検
討
し
ま
す
。
手
術
成
績
は
安

定
し
て
お
り
、
人
工
膝
関
節
全
置
換
術
が
多
く

選
択
さ
れ
ま
す
が
、
変
形
の
状
態
な
ど
に
よ
っ

て
は
自
分
の
関
節
を
温
存
で
き
る
骨
切
り
術
や
、

よ
り
侵
襲
が
少
な
い
部
分
的
に
人
工
関
節
に
換

え
る
部
分
置
換
術
が
世
界
的
に
増
え
て
い
ま
す
。

現
在
は
ま
だ
成
績
は
安
定
し
て
は
い
ま
せ
ん
が

軟
骨
の
再
生
医
療
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
後

さ
ら
な
る
医
療
の
発
展
に
期
待
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

企
画 

一
般
財
団
法
人 

里
仁
会
（
☎
２
７
３

－

５
４
７
５
）

山
梨
大
学
医
学
部
附
属
病
院 

整
形
外
科 

助
教　
芦
沢 

知
行　

変
形
性
膝
関
節
症
に
つ
い
て

問い合わせ　南甲府警察署　生活安全課（☎ 243-0110）

　例年、年末年始は空き巣、忍込み等の窃盗事件や
金融機関、コンビニ等を対象とした強盗事件、電話
詐欺等、大切な財産を狙った犯罪の発生が懸念され
ます。

　県警察では、こうした犯罪を防止するため、本年
も12月中旬から「年末・年始特別警戒取締り」を実
施します。

・ちょっとした外出時に自宅のカギをかけ忘れては
いませんか？

・防犯機器の点検や緊急時の通報の確認はできてい
ますか？

・電話でお金の話が出てくる不審な電話はかかって
きていませんか？

　年末は何かと慌ただしくなりがちです。日常生活
に隙が生じないように家庭や職場、さらには地域ぐ
るみで自主防犯意識を高め、犯罪の被害に遭わない
ように心掛けましょう。

年末年始における犯罪被害の防止
　電話詐欺とは、被害者に電話を
かけるなどして対面することなく
信頼させ、現金等をだまし取る犯
罪の総称をいいます。

その他の詐欺
　オレオレ詐欺や還付金詐欺などの類型には該当
しないものの、電話などで対面することなく相手
をだまし、現金等をだまし取る手口です。

相手がこれを言ったら詐欺
　弁護士費用を支払っていただければ、昔詐欺に
とられたお金は取り返せます。
→電話などで話しただけで直接会ったことのない相

手にお金は渡さない。

だまされないためには
　電話などで話しただけで直接会ったことのない
相手にお金は渡さない。

電話詐欺の被害防止
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日
時　
12
月
24
日
（
日
）

　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

場
所　
町
民
窓
口
課
（
４
番
窓
口
）

持
ち
物

　
・
交
付
通
知
書
（
ハ
ガ
キ
）

　
・
通
知
カ
ー
ド

　
・
運
転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
等

の
顔
写
真
付
き
身
分
証
明
書

　
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
お
持

ち
の
方
の
み
）

予
約
期
間

　
12
月
1
日
（
金
）
～
22
日
（
金
）

そ
の
他

〇
事
前
予
約
制
に
な
り
ま
す
の
で
、
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
町
民
窓
口
課

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〇
必
ず
ご
本
人
が
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
予
約
枠
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

〇
予
約
が
な
い
場
合
や
持
ち
物
等
に

不
足
が
あ
る
場
合
は
、
受
付
・
交

付
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
確
認

の
う
え
来
庁
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
当
日
は
更
新
を
除
く
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
の
み
対

応
い
た
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
交
付
以
外
の
住
所
変
更
・
証

明
書
の
発
行
等
の
業
務
は
受
付
で

き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
民
窓
口
課　
町
民
係

（
☎
２
７
５
‐
８
２
６
４
）

　
町
で
は
、
山
梨
県
弁
護
士
会
に
よ

る
無
料
法
律
相
談
を
次
の
と
お
り
実

施
し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
す
が
事

前
予
約
が
必
要
で
す
。

日
時

　
12
月
21
日
（
木
）

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

（
30
分
毎
に
１
件
、
計
６
件
相
談
）

場
所　
役
場
別
棟
会
議
室

定
員　
６
名
（
町
内
在
住
者
の
み
）

受
付
開
始

　
12
月
11
日
（
月
）

※
平
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時

そ
の
他

○
相
談
無
料
・
要
予
約

○
予
約
は
、
左
記
の
申
し
込
み
電
話

　
番
号
直
通
の
み
受
付

○
相
談
は
町
内
在
住
者
に
限
り
ま
す
。

○
年
度
内
初
回
相
談
の
方
が
優
先

○
次
回
予
定
は
令
和
６
年
２
月
18
日

　
（
日
）

○
今
年
度
は
４
月
、
８
月
、
12
月
は

　
第
３
木
曜
日
、
６
月
、
10
月
、
２

　
月
は
第
３
日
曜
日
で
開
催
を
予
定

　
し
て
い
ま
す
。

○
相
談
内
容
ま
た
は
相
談
中
に
、
担

　
当
弁
護
士
が
相
談
内
容
に
対
し
て

　
利
害
関
係
に
あ
る
こ
と
が
判
明
し

　
た
場
合
、
相
談
を
中
止
す
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
法
制
係

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

　
お
子
さ
ん
と
一
緒
に
お
い
し
く
楽

し
く
ク
ッ
キ
ン
グ
！
米
粉
の
ち
ぢ

み
、
か
ぼ
ち
ゃ
の
サ
ラ
ダ
２
品
を
作

り
ま
す
（
料
理
は
持
ち
帰
り
で
す
）。

日
時　
12
月
25
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
～
正
午

場
所　
総
合
会
館
１・
２
階
調
理
室

定
員　
25
組
（
先
着
順
）

費
用　
無
料

講
師　
町
食
生
活
改
善
推
進
員

持
ち
物　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　
お
手
拭
タ
オ
ル
、
ふ
き
ん

対
象　
町
内
在
住
の
方

申
込
期
間

　
12
月
４
日
（
月
）
～
11
日
（
月
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
い
き
い
き
健
康
課

（
☎
２
７
５
‐
８
７
８
５
）

　
一
緒
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。
初
心
者
の
方
の
参

加
も
大
歓
迎
で
す
。

主
催　

昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部

参
加
料　
無
料

日
に
ち
・
場
所　
※
す
べ
て
金
曜
日

　
12
月
22
日〈
総
〉、１
月
26
日〈
地
〉、

　

２
月
23
日〈
総
〉、３
月
22
日〈
地
〉

〈
総
〉
…
昭
和
町
総
合
体
育
館

　
　
　
　
　
　
（
押
越
１
０
０
１
）

〈
地
〉
…
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
（
押
越
４
９
５・
２
）

時
間　
午
後
８
時
～
10
時

対
象
者

　
町
内
在
住
者
ま
た
は
町
内
在
勤
者

服
装
・
持
ち
物

　
運
動
の
で
き
る
服
装
、
体
育
館
履

　
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務
局

　
（
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内
）

（
☎
２
７
５
‐
８
６
４
１
）

　
山
梨
大
学
医
学
部
で
は
、
良
い
医

師
を
育
て
る
た
め
に
新
し
い
医
学
教

育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
医
学
教

育
で
は
患
者
役
を
演
じ
る
「
模
擬
患

者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格（
次
の
①
～
③
を
満
た
す
方
）

①
45
～
70
歳
位
の
方
で
模
擬
患
者
の

役
割
り
を
理
解
し
、
医
学
教
育
に

ご
協
力
い
た
だ
け
る
方

②
メ
ー
ル
連
絡
や
資
料
送
付
な
ど
の

た
め
に
パ
ソ
コ
ン
を
使
え
る
方

③
模
擬
患
者
研
修
会
（
練
習
会
）
に

参
加
で
き
る
方

活
動
内
容

○
研
修
会（
練
習
会
）へ
の
参
加（
対

面
ま
た
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
実
施
）

○
学
生
の
授
業
・
演
習
へ
の
参
加 

（
年
数
回
、平
日
午
前
ま
た
は
午
後
）

○
学
生
の
試
験
へ
の
参
加（
年
２
回
、

土
日
２
日
間
）

※
個
人
の
ご
都
合
に
合
わ
せ
て
の
ご

参
加
で
結
構
で
す
。

謝
礼学

生
の
授
業
・
演
習
・
試
験
に
参

加
さ
れ
た
方
に
本
学
の
規
程
に
基

づ
き
支
給
し
ま
す
。
研
修
会
等
へ

の
参
加
に
は
支
給
し
ま
せ
ん
。

1
時
間
１
２
５
０
円
（
半
日 

５
千
円
、
1
日
１
万
円
を
上
限
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
大
学
医
学
域
学
務
課

（
☎
２
７
３
‐
１
１
１
１
）

メ
ー
ル　

kyom
u-m

ed@

　
　
　
　

yam
ananshi.ac.jp

　

昭
和
町
国
際
交
流
を
進
め
る
会
で

は
、
に
ほ
ん
ご
を
学
び
た
い
外
国
人
向

け
に
、に
ほ
ん
ご
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

期
間　
１
月
～
３
月

日
時

〇
水
曜
コ
ー
ス
（
60
分
）

　
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

〇
木
曜
コ
ー
ス
（
90
分
）

　
午
後
８
時
～
９
時
30
分

※
詳
し
い
日
程
は
、
12
月
中
旬
以
降

　
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

場
所　
昭
和
町
中
央
公
民
館

費
用　
年
会
費
１
０
０
０
円

※
に
ほ
ん
ご
教
室
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
ス
タ
ッ
フ
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
国
際
交
流
を
進
め
る
会
事
務
局

　
（
昭
和
町
役
場
総
務
課
内
）

（
☎
２
７
５
‐
８
１
５
３
）

INFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
時
間
外
・

休
日
の
受
け
取
り（
申
請
済
の
方
の
み
）

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

お
や
こ
食
育
教
室

に
ほ
ん
ご
教
室
の
ご
案
内

昭
和
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
練
習
会

模
擬
患
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
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町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
令
和

６
年
４
月
１
日
か
ら
正
規
職
員
と
し

て
働
い
て
い
た
だ
け
る
方
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種

　
一
般
事
務
職
（
社
会
福
祉
士
）

募
集
人
数　
１
名

　
労
働
条
件
等
は
規
定
に
よ
り
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

採
用
期
間

　
令
和
６
年
４
月
１
日
か
ら

選
考
方
法

　

書
類
審
査
及
び
小
論
文
の
審
査
、

面
接
（
書
類
審
査
通
過
者
の
み
面

接
を
実
施
）

小
論
文
テ
ー
マ
『
昭
和
町
に
お
け
る

住
民
主
体
の
地
域
づ
く
り
と
は
』

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
2
枚
程

度
で
作
成

応
募
資
格

　
普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る

社
会
福
祉
士
の
方
で
、
熱
意
を

も
っ
て
一
緒
に
働
い
て
い
た
だ
け

る
方

応
募
方
法

　
町
社
協
へ
履
歴
書
及
び
職
務
経
歴
書

並
び
に
小
論
文
を
を
募
集
期
間
内
に

提
出
す
る
こ
と
。

募
集
期
間

　
令
和
６
年
１
月
12
日
（
金
）
午
後

５
時
ま
で

※
郵
送
で
の
提
出
は
１
月
12
日（
金
）

　
ま
で
の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り

　
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
季
節

の
花
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
教
室
を
開

催
し
ま
す
。
参
加
者
同
士
で
交
流
を

楽
し
み
な
が
ら
、
冬
か
ら
春
に
か
け

て
眺
め
て
楽
し
め
る
寄
せ
植
え
づ
く

り
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　
12
月
25
日
（
月
）

　
　
　
午
前
10
時
か
ら
１
時
間
程
度

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
講
習
室
・
相
談
室

対
象
者

　
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
方

定
員　
30
名
（
先
着
順
）

参
加
料　
１
０
０
０
円（
当
日
集
金
）

持
ち
物

　
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
エ
プ
ロ
ン

申
し
込
み

　
12
月
14
日
（
木
）
午
前
９
時
か
ら

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

町
社
協
の
事
業
の
た
め
町
役
場
へ

の
お
問
い
合
わ
せ
や
お
申
込
み
は

お
控
え
く
だ
さ
い
。

※
原
則
参
加
者
本
人
が
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
コ
ー

ヒ
ー
の
淹
れ
方
講
座
を
開
催
し
ま

す
。
多
く
の
方
に
親
し
ま
れ
て
い
る

コ
ー
ヒ
ー
は
、
ご
自
身
で
楽
し
む
だ

け
で
は
な
く
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
深
め
る
ツ
ー
ル
と
し
て
も
活
用

さ
れ
て
い
ま
す
。
コ
ー
ヒ
ー
に
つ
い

て
知
識
を
深
め
な
が
ら
、
美
味
し
い

コ
ー
ヒ
ー
の
淹
れ
方
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

日
時

　

１
月
13
日
（
土
）・
27
日
（
土
）

※
２
回
講
座

　
午
後
１
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
調
理
実
習
室

対
象
者

　
町
内
に
お
住
ま
い
の
方
、
町
内
に

勤
務
さ
れ
て
い
る
方

定
員　
15
名
（
先
着
順
）

参
加
料　
無
料

講
師

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
コ
ー
ヒ
ー
甲
府
店

　
コ
ー
ヒ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
河
西 

誠 

氏

持
ち
物　
筆
記
用
具

申
し
込
み

　
12
月
20
日
（
水
）
午
前
９
時
か
ら

※
電
話
の
み
の
受
付
と
な
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

INFORMATION CORNER  

暮
ら
し
の
情
報

◉
昭
和
町
公
式
ツ
イ
ッ
タ
ー
運
用
中
（https://tw

itter.com
/show

atow
n

）

ツ
イ
ッ
タ
ー
は
、
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
な
ど
で
利
用
で
き
ま
す
。

平
常
時
は
行
政
情
報
の
お
知
ら
せ
、
災
害
時
は
緊
急
情
報
な
ど
を
発
信
し
ま
す
。

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。INFORMATION CORNER

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
紹
介

昭
和
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

昭
和
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

昭
和
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
は
、
小
学
２
年
生

か
ら
６
年
生
ま
で
の
9
名
の
団
員
が
元
気
い
っ
ぱ
い
活
動
し
て
い

ま
す
。
い
つ
で
も
見
学
や
体
験
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、
興

味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
一
度
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問い合わせ　町教育委員会　生涯学習課（☎275－8641）

練 習 日 時
　木・金曜日　午後５時 30 分～８時
　土・日曜日　午前中または一日練習

練 習 場 所
　昭和町総合体育館（変更となる場合があります）

https://w
w

w
4.hp-ez.com

/hp/show
adanshi/

季
節
の
寄
せ
植
え
教
室

昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

正
規
職
員
募
集

美
味
し
い
コ
ー
ヒ
ー
の

淹
れ
方
講
座
参
加
者
募
集
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町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
介
護

予
防
事
業
の
一
環
と
し
て
、
誰
も
が

楽
し
め
る
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催
し

て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
教
室
に
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

〈 

１
月
の
日
程 

〉

　
12
日
（
金
）
い
す
ヨ
ガ

　
16
日
（
火
）
背
骨
コ
ン
デ
シ
ョ
ニ

　
　
　
　
　
ン
グ
体
操

　
18
日
（
木
）
脳
ト
レ
体
操

　
25
日
（
木
）
ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク

　
29
日
（
月
）
リ
ン
パ
体
操

※
12
日 

い
す
ヨ
ガ
は
、
や
さ
し
い
動

き
が
心
地
よ
く
気
軽
に
行
え
ま
す
。

長
め
の
タ
オ
ル
を
持
参
く
だ
さ
い
。

※
25
日 

ス
ロ
ー
エ
ア
ロ
ビ
ッ
ク
は
、

音
楽
に
合
わ
せ
、
激
し
く
な
い
、

シ
ン
プ
ル
で
簡
単
な
動
き
を
反
復

し
て
行
う
運
動
で
す
。

時
間　
午
前
10
時
～
11
時

場
所　
昭
和
町
総
合
会
館
２
階

　
　
　
　
　
　
　
講
習
室
・
相
談
室

対
象

　
町
内
在
住
の
概
ね
65
歳
以
上
の
方

定
員　
各
30
名
ま
で
（
先
着
順
）

参
加
費　
無
料

持
ち
物　
タ
オ
ル
、飲
み
物
、マ
ス
ク

申
込
受
付

　
12
月
18
日
（
月
）
午
前
９
時
～

※
参
加
し
た
い
教
室
を
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
複
数
申
込
可
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
昭
和
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
（
☎
２
７
５
‐
０
６
４
０
）

　
民
法
及
び
不
動
産
登
記
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
令
和
６
年
４
月
１
日

か
ら
、
相
続
に
よ
り
不
動
産
を
取
得

し
た
こ
と
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以

内
の
所
有
権
移
転
登
記
が
義
務
づ
け

ら
れ
ま
す
（
令
和
６
年
４
月
１
日
よ

り
以
前
に
相
続
が
発
生
し
て
い
る
場

合
も
対
象
と
な
り
ま
す
）。

　
詳
し
く
は
お
近
く
の
法
務
局
に
電

話
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
登
記
の
専
門
家
で
あ
る
司
法
書

士
へ
の
相
談
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
甲
府
地
方
法
務
局

（
☎
２
５
２
‐
７
１
８
６
）

　
山
梨
県
司
法
書
士
会

（
☎
２
５
３
‐
６
９
０
０
）

　
山
梨
県
弁
護
士
会
で
は
、
法
律
扶

助
の
日
（
１
月
24
日
）
を
記
念
し
て

無
料
法
律
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

開
催
日
時

　
１
月
27
日
（
土
）

　
午
後
１
時
15
分
～
４
時
45
分

開
催
場
所

　
山
梨
県
弁
護
士
会
館

　
（
甲
府
市
中
央
１
‐
８
‐
７
）

相
談
担
当　
司
法
書
士
、
弁
護
士

相
談
内
容　

離
婚
、
相
続
、
土
地
・

建
物
の
賃
貸
借
、
交
通
事
故
、
損

害
賠
償
、サ
ラ
金
等
消
費
者
問
題
、

そ
の
他

相
談
方
法　
面
談
の
み（
要
事
前
予
約
）

※
来
場
は
相
談
者
含
め
２
名
ま
で
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
山
梨
県
弁
護
士
会

（
☎
２
３
５
‐
７
２
０
２
）

（
F
Ａ
Ｘ
２
３
５
‐
７
２
０
４
）

INFORMATION CORNERINFORMATION CORNER 

暮
ら
し
の
情
報

◉
広
報
誌
へ
の
ご
意
見
・
ご
感
想
お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
〒
４
０
９
‐
３
８
８
０　
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
５
４
２
‐
２

　
　
　
昭
和
町
役
場　
企
画
財
政
課　
企
画
情
報
係　
宛

※新型コロナウイルス感染症の影響を考慮し、各種催し等が中止となる場合があります。
　大変お手数ですが、各問い合わせ先にご確認くださいますようお願いいたします。

防災一口メモ　　備蓄品は普段の生活にも使えます
　使ったら買い足すという、賞味期限切れの心配もなく数日分の蓄え
ができるローリングストックでの食料や水の備蓄も、最近はより知ら
れるようになりました。この方法で、トイレットペーパーや乾電池、
ゴミ袋などの生活必需品も備蓄をしておくと、買い忘れや災害時の品
切れが解消できます。
　「備蓄」というと災害用のイメージですが、体調を崩したり外出で
きない場合でも、備蓄品を使って生活することができます。災害時だ
けではなく、必要な時に必要なものを使い、使い切る前に補充してお
くと、普段の生活の「もしも」にも役立ちます。 女性防災ネット昭和

ふ
れ
あ
い
教
室
の
ご
案
内

良
い
知
ら
せ
鏡
を
拭
い
て
待
っ
て
い
る

世
の
中
の
歯
車
に
乗
れ
ぬ
自
分
が
い
る

こ
の
暑
さ
雑
草
だ
け
は
元
気
あ
り

堀
内　

冨
美

我
が
道
の
愛
し
き
日
々
に
感
謝
す
る

ポ
ロ
リ
出
た
言
葉
い
つ
し
か
風
に
の
り

笑
い
皺
い
っ
ぱ
い
作
っ
て
今
日
の
幸

山
本
ひ
ろ
子

 

問
い
合
わ
せ　
昭
和
町
文
化
協
会 

川
柳
部

（
事
務
局  

生
涯
学
習
課  

☎
２
７
５

‐

８
６
４
１
）

文
芸
コ
ー
ナ
ー

川
柳

排出量㎏

25

30

35

40

45

50

55

10月9月8月7月6月5月4月

38

34
36

常永地区(築地新居、飯喰、河西、上河東、上河東二区)

押原地区(押越、河東中島、紙漉阿原)

西条地区(西条一区、西条二区、清水新居、西条新田)

各地区一世帯当たりのごみ搬出量

※「ごみ排出量」は可燃ごみと不燃ごみの１カ月の合計です。アルミ缶などの資源は除きます。

　10 月 は、 先 月 と 比 較 す る
と 全 体 の 収 集 量 は 49t 増 の
339t となり、一世帯あたりの
収集量では先月から 6 ㎏増の
36kg となりました。引き続き
Reduce（リデュース＝ごみを
出さない）Reuse（リユース＝
ごみを再使用する）Recycle（リ
サイクル＝ごみを再利用する）
の再確認、生ごみの水切りや
ごみの分別を徹底し、ごみの
減量を心がけましょう！

国保ミニだより
　町が医療機関などに支
払った 10 月分の医療費は、
約 7,651 万 9 千円（前年同
月比 11.66％の減）です。
　マイナンバーカードが 
保険証として利用できます。 
利用には申し込みが必要です。 

（スマホからマイナポータル
で又はセブン銀行 ATM で）

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化

さ
れ
ま
す

法
律
扶
助
の
日

無
料
法
律
相
談
会
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発
行
／
山
梨
県
昭
和
町
役
場
　
　
編
集
／
企
画
財
政
課

〒
409-3880

山
梨
県
中
巨
摩
郡
昭
和
町
押
越
542-2

電
話
 055-275-2111

㈹
　
FAX 055-275-2109

U
RL　

https://w
w
w
.tow

n.show
a.yam

anashi.jp/
メ
ー
ル
　
kikaku@

tow
n.yam

anashi-show
a.lg.jp

Ｘ（
旧
ツ
イ
ッ
タ
ー
）　
https://tw

itter.com
/show

atow
n

あとがき
　

今
年
最
後
の
表
紙
は
、
杉
浦
醫
院
で
開
催
さ
れ
た

「
現
代
ア
ー
ト
L
I
V
E 

× 

杉
浦
醫
院
」
で
す
。

歴
史
あ
る
杉
浦
醫
院
の
室
内
や
敷
地
に
現
代
ア
ー
ト

が
溶
け
込
み
、
ア
ー
ト
空
間
と
な
り
ま
し
た
。
個
性

豊
か
な
作
品
を
前
に
じ
っ
く
り
鑑
賞
し
た
り
、
撮
影

し
た
り
、
語
り
合
っ
た
り
と
、
皆
さ
ん
思
い
思
い
に

楽
し
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
作
品
か
ら
は
杉
浦
医
師
へ

の
思
い
も
感
じ
取
れ
、
芸
術
と
歴
史
の
双
方
に
想
像

が
膨
ら
み
ま
し
た
。
地
方
病
の
歴
史
を
伝
え
る
杉
浦

醫
院
に
現
代
ア
ー
ト
と
い
う
組
み
合
わ
せ
は
、
固
定

観
念
に
と
ら
わ
れ
な
い
試
み
で
す
。
日
常
に
埋
も
れ

た
可
能
性
に
も
目
を
向
け
て
い
き
た
い
で
す
ね
。 チャイルドシート

貸 与 事 業
利用料　無　料（１歳の誕生日の前日まで貸し出し）
対象者　町内に住所を有する１歳未満の子どもの保護者の方
問い合わせ　企画財政課　行政係（☎ 275-8154）

　令和４年度の日本の食料自給率
はカロリーベースで38％、生産
額ベースで58％となりました。
食料の多くを輸入に頼る一方で、
食べられるのに捨てられてしまう
「食品ロス」が年間500万トンを
超えています。これは国民１人あ
たりに換算すると毎日お茶碗１杯
分の食料を捨てていることになり
ます。
　年末年始は親戚や友人等と食卓
を囲むイベントが多く、食品ロス
の発生が多くなる時期です。買い
過ぎない・作り過ぎない・残さず
食べきるように意識し、食品ロス
を減らしましょう！

海苔べー（コン）ピザ

レシピ提供

西条新田地区
食生活改善推進員

食育推進協議会事務局 
いきいき健康課（☎ 275-8785）

◆ 作り方
①	ボウルに生地のAの材料すべてを入れ、ぬるま湯を

少しずつ加えながら、耳たぶくらいの固さにこねる。
②	ボウルにラップをして温かいところで（日のあたる縁側

など）15分ほどおく。
③	少し膨らんだ生地をクッキングシートに丸く広げる。
④	マヨネーズと醤油を全体にのばし、鰹節、切ったベー

コン、チーズ、海苔をちぎってトッピングし、200度
オーブンで15 ～ 20分焼きます（またはフライパンで
蓋をしっかりして弱火で20分くらい焼く）。

★トッピングの具材は何でもＯＫです。
★年末忙しいときやクリスマスに簡単にピザを作ろう！

◆ 材料（１人分）

広報昭和ではわが家のアイドルを大募集しています！掲載者にはわが家だけ
4 4 4 4 4

の特別表紙※をプレゼント！
お子さんの氏名（ふりがな）、生年月日、住所、ご両親の名前、連絡先、コメント（40文字以内）とともに、
ご自慢のお子さんのお写真を広報にお寄せください！ ※写真のサイズによっては特別表紙が作成できない場合があります。

申し込み先　昭和町役場 企画財政課（☎ 275-8154）　kikaku@town.yamanashi-showa.lg.jp

マヨネーズ … 大さじ１
醤油 ………… 大さじ1/2
ベーコン …… 60g
鰹節 ………… ２ｇ
海苔 ………… 全型1枚
ピザ用チーズ …適量

年末年始は
食品ロスに注意！
おいしく食べきろう！薄力粉 …… １カップ

強力粉 …… １カップ
砂糖 ……… 小さじ２
塩 ………… 小さじ1/3
サラダ油 …… 大さじ１
ドライイースト … 小さじ１（3g）
ぬるま湯 … 120㏄

A

――― 生地 ――― ――― 具材 ―――

（父）智士 さん（母）舞 さん（西条一区）

鈴木 佑
ゆ う な

奈 ちゃん　湊
そ う し

士 くん

2人仲良く、元気に育ってね (^_^)
これからもいろんな所へ行って、いっぱい遊ぼう‼

令和３年１月９日生
（女の子）

令和５年６月 15 日生
（男の子）
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